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今
か
ら
一
五
〇
年
前
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
八
月

二
十
一
日
、
明
治
政
府
か
ら
福
島
県
に
対
し
て
、
「
若
松
磐

前
両
縣
ヲ
被
廢
其
縣
ヘ
被
併
候
條
土
地
人
民
両
縣
ヨ
リ
可
受

取
此
旨
相
達
候
事
」
と
い
う
命
令
が
下
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
三
県
合
併
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
浜
通
り
・
中
通
り
・
会
津
地
域
に
ま
た
が

る
新
た
な
「
福
島
県
」
が
誕
生
し
た
が
、
も
と
も
と
は
別
々

の
県
で
あ
っ
た
地
域
を
一
体
と
し
て
統
治
し
て
い
く
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
簡
単
で
は
な
い
。
そ
の
際
に
参
考

と
さ
れ
た
の
が
、
旧
若
松
県
と
旧
磐
前
県
か
ら
引
き
継
が
れ

た
「
県
政
引
渡
」
の
演
説
書
（
引
継
書
）
で
あ
る
。

　

前
述
の
達
書
に
「
若
松
磐
前
両
縣
ヲ
被
廢
」
と
あ
る
よ
う

に
、
合
併
に
あ
た
っ
て
の
三
県
の
立
場
は
対
等
で
は
な
く
、

手
続
き
上
は
福
島
県
へ
の
吸
収
合
併
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
廃
県
と
な
る
若
松
県
と
磐
前
県
か
ら
両
県
の
土
地
・
人

民
を
継
承
す
る
福
島
県
へ
の
引
継
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
管
轄
区
域
の
地
形
・
風
土
・
人
口
な
ど
の
基
礎

情
報
に
始
ま
り
、
県
政
の
課
題
や
庁
内
各
課
の
事
務
内
容
ま

で
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
当
時
の
若
松
県
に
は
二
十
一
万
五
六
二
四
人

が
生
活
し
て
い
た
が
、
戊
辰
戦
争
に
よ
る
「
人
民
流
離
散
亡

ノ
後
漸
ク
其
旧
ニ
復
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
際
ナ
レ
ハ
其
施
政
上
ニ

於
テ
モ
頗
ル
困
難
ノ
国
柄
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
の

磐
前
県
に
つ
い
て
は
、
人
口
は
二
十
六
万
三
三
三
六
人
と
若

松
県
よ
り
も
や
や
多
い
も
の
の
、
「
毎
郡
荒
蕪
地
多
ク
シ
テ

人
員
不
足
ノ
国
柄
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
も
統
治
の
難
度
は
高

そ
う
で
あ
る
。
加
え
て
、
前
者
に
は
会
津
士
族
就
産
問
題
、

後
者
に
は
亘
理
・
伊
具
・
刈
田
の
宮
城
県
へ
の
移
管
作
業
と

い
っ
た
懸
案
も
存
在
し
て
い
た
。

　

そ
れ
ら
を
記
し
た
旧
若
松
県
・
旧
磐
前
県
の
引
継
演
説
書

は
、
新
た
な
「
福
島
県
」
に
お
け
る
県
政
の
基
礎
資
料
と
し

て
極
め
て
重
要
な
文
書
と
い
え
る
。　

　

（
山
田

英
明
）
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令
和
七
酒
造
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
の

審
査
結
果
が
先
頃
発
表
さ
れ
、
福
島
県
が

都
道
府
県
別
金
賞
受
賞
数
の
日
本
一
に
輝

く
な
ど
、
本
県
の
清
酒
醸
造
は
活
況
を
呈

し
て
い
る
。
県
内
に
は
現
在
、
六
十
を
超

え
る
清
酒
酒
蔵
が
存
在
し
、
美
味
な
日
本

酒
を
我
々
の
食
卓
に
提
供
し
て
く
れ
る
。

　

さ
て
、
本
県
域
の
酒
造
は
、
近
世
に
お

い
て
も
盛
ん
だ
っ
た
が
、
今
日
清
酒
酒
蔵

が
な
い
伊
達
や
相
馬
な
ど
の
地
域
に
か
つ

て
造
り
酒
屋
が
複
数
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
近
世
か
ら
明
治
前
期
頃
ま
で
奥
州
街

道
藤
田
宿
（
現
国
見
町
）
で
酒
造
業
を
営

ん
だ
二に

文も
ん

字じ

屋
秦は

た

家
の
史
料
か
ら
、
近
世

後
期
の
伊
達
地
域
の
酒
造
に
つ
い
て
、
そ

の
あ
り
方
の
一
例
を
示
し
た
い
。

　

二
文
字
屋
の
酒
造
の
起
源
は
定
か
で
は

な
い
が
、
少
な
く
と
も
寛
延
期
（
一
七
四
八

～
一
七
五
一
）
に
は
既
に
酒
株
を
有
し

て
お
り
、
酒
造
潰
米
高
は
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
時
点
で
七
十
二
石
で
あ
っ

た
（
二
文
字
屋
文
書
五
四
六
）
。
酒
造
業

を
中
心
と
し
た
経
営
に
よ
り
巨
大
な
財

を
成
し
た
秦
家
は
、
表
通
り
約
七
十
間

（
一
二
七
ｍ
）
の
屋
敷
を
構
え
て
い
た
と

の
口
承
が
残
る
（
令
和
二
年
三
月
策
定
「
国

見
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
）
。

　

同
店
で
は
、
麹
米
・
蒸
米
の
両
方
に
精

白
米
を
使
用
す
る
諸も

ろ

白は
く

や
、
ど
ち
ら
も
玄

米
を
使
用
す
る
並
酒
な
ど
を
醸
造
し
、
地

域
に
お
け
る
多
様
な
酒
需
要
に
応
え
て
い

た
。
近
隣
百
姓
ら
の
嗜
好
品
と
し
て
飲
料

さ
れ
た
の
は
勿
論
の
こ
と
、
子
供
葬
祭
の

場
に
提
供
さ
れ
た
り
、
藤
田
宿
内
の
商
家

に
卸
さ
れ
た
り
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
酒
造
に
不
可
欠
な
用
具
の
取
引

や
、
酒
蔵
の
修
復
に
関
す
る
史
料
が
僅
か

な
が
ら
も
含
ま
れ
て
お
り
、
二
文
字
屋
の

安
定
経
営
を
支
え
た
職
人
や
大
工
と
の
交

際
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
五
升
樽
取
引
の
得
意
先
は
、
藤
田

宿
の
北
側
約
十
六
㎞
に
位
置
す
る
森
合

村
（
現
宮
城
県
白
石
市
）
の
桶
師
民
之
丞

だ
っ
た
よ
う
で
、
樽
の
値
段
は
軒
先
渡
し

に
て
一
つ
あ
た
り
一
一
〇
文
に
設
定
さ
れ

て
い
た
（
同
前
（
そ
の
二
）
二
四
六
）
。

　

こ
の
よ
う
に
二
文
字
屋
文
書
は
、
近
世

に
お
け
る
伊
達
地
域
の
酒
造
の
実
情
や
、

酒
造
に
纏
わ
る
職
人
・
大
工
ら
と
の
交
際

圏
を
知
る
上
で
好
個
の
史
料
群
の
一
つ
と

い
え
よ
う
。　
　
　
　

�　
　

（
片
村 

峰
雪
）

　

福
島
県
只
見
町
と
新
潟
県
三
条
市
を
結

ぶ
「
国
道
二
八
九
号
八は

ち

十
じ
ゅ
う

里り

越ご
え

」
の
令
和

九
年
夏
暫
定
開
通
を
控
え
、
か
つ
て
の
歴

史
的
街
道
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
改
修
史
の
な
か
で
も
、
天
保
十
四

年
（
一
八
四
三
）
の
新
道
開
削
は
著
名
で

あ
り
、
幕
府
代
官
の
平
岡
文
次
郎
元
智
の

建
議
に
よ
り
着
手
さ
れ
た
。
そ
の
全
容
を

領
民
の
手
で
ま
と
め
た
史
料
が
『
奥
州
越

後
境
木
根
山
八
十
里
新
道
記
』
（
馬
場
新

家
文
書
（
そ
の
二
）
七
九
四
）
で
あ
り
、

従
来
幾
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
そ
の
緒
言
部
分
は
情
緒
的
な
内
容

ゆ
え
か
、
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本

稿
で
は
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
本
書
の
緒

言
の
重
要
性
を
明
示
し
た
い
。

　

ま
ず
、
緒
言
は
八
十
里
越
の
歴
史
と
開

削
経
緯
を
綴
っ
た
雅
文
体
の
記
述
に
始
ま

り
、
そ
の
主
旨
は
新
道
開
削
へ
導
い
た
平

岡
代
官
へ
の
賛
美
で
あ
る
。
続
い
て
、
新

道
を
祝
し
平
岡
の
功
績
を
称
え
る
俳
諧
歌

な
ど
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

俳
諧
歌
は
、
夢
中
菴
醒
洲
の
「
仰
く
へ

し 
木
の
根
の
山
の 

九
折 

平
岡
に
な
る 

君
の
恵
み
を
」
に
始
ま
る
七
首
が
並
ぶ
。

醒
洲
は
下
山
村
（
現
南
会
津
町
）
馬
場
順

平
啓
迪
の
雅
号
で
あ
る
。
啓
迪
は
、
平
岡

の
代
官
赴
任
前
か
ら
開
削
の
重
要
性
を
唱

え
て
い
た
人
物
で
、
開
削
に
は
息
子
と
と

も
に
携
わ
っ
た
。
俳
諧
以
外
に
多
数
の
書

物
を
遺
す
地
域
の
代
表
的
文
化
人
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
塩
ノ
原
村
（
現
南
会
津
町
）

星
三
七
郎
を
示
す
百
樹
園
茂
高
や
、
南
山

亭
柴
丸
、
楳
園
千
枝
が
詠
ん
だ
と
み
ら
れ

る
歌
が
続
く
。
末
尾
は
、
百
中
亭
筈
高
の

「
な
つ
み
つ
る 

山
路
も
今
は 

平
岡
の 

功

に
や
す
く 

こ
し
の
た
ひ
人
」
。
筈
高
は
白

沢
村
（
現
南
会
津
町
）
羽
染
宗
六
の
雅
号

で
、
の
ち
四し

季き
の

歌う
た

垣が
き

真ま

弧ゆ
み

と
号
し
た
奥
会

津
の
代
表
的
歌
人
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
長

短
歌
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
緒
言
は
、
平
岡
代
官
と
八
十
里

新
道
へ
の
賛
美
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
本

書
が
領
民
の
自
発
的
な
編
纂
物
で
あ
る
点

を
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
は
代
官
に
対
す
る
率

直
な
評
価
の
一
端
と
い
え
よ
う
。
そ
も
そ

も
奥
会
津
の
人
々
は
、
歌
を
通
じ
賛
否
や

共
感
を
示
す
向
き
が
強
い
。
ま
た
、
伊い

北ほ
う

・

伊い

南な

・
立た

て

岩い
わ

の
歌
人
が
名
を
連
ね
て
お

り
、
各
地
の
連
（
仲
間
）
が
結
び
つ
い
た
「
奥

会
津
連
」
の
活
動
を
想
起
さ
せ
る
史
料
と

し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
実
際
、
筈
高
ら
は

交
流
を
重
ね
て
い
く
。
最
後
に
、
緒
言
作

成
に
は
啓
迪
か
筈
高
が
関
わ
り
、
本
書
自

体
は
書
写
に
よ
る
伝
播
の
中
で
成
立
し
た

史
料
と
考
え
ら
れ
る
。�‌

（
小
野 

孝
太
郎
）
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八
十
里
新
道
記
に
み
る

　
　
　

代
官
賛
美
と
俳
諧
連

近
世
後
期
に
お
け
る

　
　

伊
達
地
域
で
の
酒
造
業

『奥州越後境木根山
八十里新道記』

（部分、馬場新家
文書（その 2）794）

乍恐以書付奉申上候
（部分、二文字屋文書 546）



　

福
島
県
白
河
市
の
旧
家
に
「
泰
平
安
民

画
圖
」
（
小
針
重
郎
家
文
書
（
そ
の
二
）

三
八
六
）
と
い
う
史
料
が
存
在
す
る
。
写

真
で
は
刷
物
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
は
筆
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

内
容
や
形
式
か
ら
瓦
版
を
模
写
し
た
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
同
家
文
書
中
に
該

当
す
る
瓦
版
は
な
く
、
詳
細
は
定
か
で
は

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
先
頃
、
港
区
立
郷

土
歴
史
館
の
石
田
七
奈
子
氏
か
ら
、
同
館

の
図
録
『
激
動
す
る
幕
末
維
新
の
港
区
』

（
二
〇
二
四
年
刊
）
十
六
頁
に
そ
っ
く
り

な
瓦
版
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

　

同
書
に
よ
る
と
、
こ
の
瓦
版
は
嘉
永
六

年
（
一
八
五
三
）
八
月
に
発
行
さ
れ
た
、

品
川
台
場
築
造
の
関
係
者
の
名
と
完
成
予

想
図
（
想
像
上
の
台
場
）
を
掲
載
し
た
も

の
だ
と
い
う
。

　

両
者
を
見
比
べ
る
と
、
細
部
ま
で
丁
寧

に
模
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た

と
え
ば
、
各
台
場
に
建
て
ら
れ
た
旗
の
模

様
（
旗
印
）
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
描

き
分
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
模
写
し
た
人

物
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

た
だ
、
文
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
上
段

部
分
で
漢
字
の
崩
し
方
が
異
な
っ
て
い
た

り
、
下
段
部
の
地
名
表
記
が
平
仮
名
か
ら

片
仮
名
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
違

い
が
見
ら
れ
る
。
小
さ
な
文
字
な
の
で
書

き
や
す
さ
を
優
先
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
模
写
版
の
左
右
の
欄
外
に
は
「
井

戸
屋
文
吾
所
持
」
「
奥
州
岩
瀬
郡
白
川
領

下
小
屋
村
日
和
田
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

下
小
屋
村
の
井
戸
屋
よ
り
入
手
し
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
小
針

家
は
中
新
城
村
の
名
主
や
地
域
の
馬
を
管

理
す
る
駒
付
役
と
い
う
役
職
を
務
め
て
お

り
、
そ
の
繋
が
り
で
手
に
入
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

元
に
な
っ
た
瓦
版
が
板
行
さ
れ
た
嘉
永

六
年
八
月
と
い
え
ば
、
ペ
リ
ー
来
航
の

翌
々
月
で
あ
る
。
そ
の
瓦
版
が
模
写
を
さ

れ
て
ま
で
、
江
戸
（
品
川
台
場
）
か
ら
遠

く
離
れ
た
白
河
の
地
へ
と
伝
え
ら
れ
た
こ

と
は
、
異
国
船
に
対
す
る
全
国
的
な
関
心

と
不
安
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
示

し
て
い
る
。　
　
　
　
　

�　

（
山
田 

英
明
）

　

磐
前
県
で
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

八
月
時
点
の
調
査
に
基
づ
い
て
木
版
刷
り

さ
れ
た
一
枚
も
の
の
『
磐
前
縣
一
覧
表
』

（
『
一
覧
表
』
と
略
す
）
と
い
う
県
勢
統

計
書
を
発
行
し
て
い
る
。
『
一
覧
表
』
に

関
す
る
本
田
善
人
氏
の
研
究
（
「
磐
前
県

の
県
勢
統
計
表
『
県
一
覧
表
』
と
『
県
治

一
覧
概
表
』
」
『
い
わ
き
地
方
史
研
究
』
第

五
八
号
）
に
導
か
れ
な
が
ら
、
原
本
調
査

を
踏
ま
え
た
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

伝
来
し
て
い
る
『
一
覧
表
』
の
原
本
や

写
真
版
な
ど
七
点
を
逐
一
対
校
す
る
と
、

記
載
内
容
か
ら
初
版
と
改
訂
版
の
二
種
類

の
『
一
覧
表
』
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
初
版
は
、
明
治
六
年
八
月
を

さ
ほ
ど
下
ら
な
い
年
内
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
初
版
に
お
い
て
は
「
明
治
六

年
八
月
改
」
の
上
部
に
朱
の
検
印
の
あ
る

も
の
と
な
い
も
の
の
二
種
類
が
原
物
確
認

さ
れ
て
お
り
、
刷
り
の
状
態
の
良
い
検
印

の
あ
る
も
の
が
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
初
版
を
部
分
的
に
増
補
・

訂
正
し
た
木
版
刷
り
の
も
の
は
改
訂
版
と

評
価
で
き
、
流
通
し
た
も
の
に
は
初
版
と

同
じ
検
印
が
用
い
ら
れ
、
明
治
七
年
一
月

以
降
に
出
版
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

初
版
と
改
定
版
の
違
い
は
、
戸
籍
の
神

社
の
項
目
に
新
た
に
末
社
の
小
項
目
が
挿

入
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
総
計
も
増
加
・

訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
神
社
の

部
分
の
木
版
の
幅
は
変
え
ず
、
丸
ご
と
入

れ
木
に
よ
っ
て
交
換
し
た
た
め
神
社
の
部

分
の
各
細
目
の
幅
が
短
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
戸
籍
の
寺
院
の
末
寺
数
と
総
計
も

増
加
・
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
初
版

で
数
値
の
記
載
が
あ
っ
た
戸
籍
の
寄
留
の

「
各
地
江
」
の
戸
数
は
、
入
れ
木
に
よ
っ
て

全
体
が
黒
く
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
賑し

ん

恤
じ
ゅ
つ

の

賞
典
の
米
の
石
数
も
減
少
・
訂
正
さ
れ
て

い
る
。
訂
正
さ
れ
た
部
分
は
、
一
般
に
初

版
と
同
じ
書
体
を
用
い
て
整
合
性
を
取
る

も
の
で
あ
る
が
、
明
白
に
初
版
と
異
な
る

書
体
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
訂
正
部
分
が

目
立
つ
よ
う
な
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。
こ

う
す
る
こ
と
で
初
版
を
所
有
し
て
い
る
者

が
訂
正
版
を
一
瞥
し
て
そ
の
異
同
を
す
ぐ

に
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。　
（
渡
邉 

智
裕
）
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種
類
に
つ
い
て

模
写
さ
れ
た
瓦
版

明治6年 8月改『磐前縣一覧表』（苅宿仲衛家文書）

泰平安民画圖
（小針重郎家文書（その 2）386）



　

六
大
巡
幸
の
一
つ
で
あ
る
明
治
天
皇
の

東
北
・
北
海
道
巡
幸
は
、
一
五
〇
年
前
の

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
六
月
二
日
か
ら

七
月
二
十
一
日
の
五
十
日
間
に
わ
た
っ
て

実
施
さ
れ
、
明
治
天
皇
は
旧
福
島
県
に
六

月
十
三
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
都
合
十
日

間
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
旧
福
島
県

で
は
、
文
化
財
や
物
産
を
天
覧
に
供
す
る

た
め
総
力
を
挙
げ
て
県
内
各
地
で
大
小

様
々
な
陳
列
会
を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。

　

巡
幸
に
先
立
つ
五
月
六
日
に
内
務
卿
大

久
保
利
通
か
ら
旧
福
島
県
へ
巡
幸
に
関
す

る
「
心
得
方
」
が
下
達
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
古

器
物
書
画
并
産
物
類
其
他
珍
奇
ノ
品
最
寄

在
合
ノ
分
取
集
置
可
供
天
覧
事
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
先
に
示
し
た
陳
列
会
は
こ
の

条
文
に
則
し
た
公
的
な
行
事
で
あ
っ
た
た

め
、
出
品
者
や
出
品
物
な
ど
は
主
催
者
で

あ
る
旧
福
島
県
側
で
事
前
に
入
念
な
調
整

が
図
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

福
島
行あ

ん

在ざ
い

所し
ょ

と
な
っ
た
福
島
中
学
校
の

南
廊
で
天
覧
に
供
さ
れ
た
品
物
を
出
品
し

た
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
旧
福
島
県
よ
り

明
治
九
年
六
月
十
九
日
付
で
達
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
川
俣
村
の
武
藤
茂

平
や
本
宮
村
の
原
瀬
與
五
兵
衛
（
貞
勝
）

な
ど
の
地
域
名
望
家
に
出
さ
れ
た
達
の
原

本
が
現
在
で
も
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
達

に
は
旧
福
島
県
の
朱
印
が
捺
さ
れ
、
出
品

者
の
居
住
地
域
と
名
前
、
出
品
物
の
名
称

と
員
数
な
ど
が
記
さ
れ
、
名
誉
あ
る
褒
状

と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
福
島
町
の
萱
間
三
太
は
、

こ
の
陳
列
さ
れ
た
品
物
を
天
覧
古
器
物
・

天
覧
古
書
画
・
天
覧
物
産
に
分
類
し
、
出

品
者
の
居
住
地
域
と
名
前
、
出
品
物
の
名

称
・
由
来
・
員
数
な
ど
を
記
し
、
明
治
九

年
九
月
九
日
に
『
天
覧
物
品
記
』
と
題
し

た
本
文
十
四
丁
か
ら
な
る
小
冊
子
を
刊
行

し
て
い
る
。
萱
間
自
身
も
古
器
物
三
点
と

古
書
画
四
点
を
出
品
し
て
お
り
、
刊
行
の

目
的
は
出
品
者
の
栄
誉
を
永
く
記
す
と
と

も
に
、
出
品
者
も
相
互
に
そ
れ
ぞ
れ
の
出

品
物
を
知
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
『
天
覧

物
品
記
』
の
記
載
内
容
は
極
め
て
正
確
で

あ
り
、
萱
間
は
旧
福
島
県
庁
か
ら
情
報
の

提
供
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

な
お
、
『
天
覧
物
品
記
』
は
、
福
島
市

の
満
願
寺
や
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
な

ど
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

一
、
展
示
公
開

一
、
展
示
公
開

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
矢

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
矢

祭
町
編
―
」
・
収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史

祭
町
編
―
」
・
収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史

料
展
」

料
展
」

　

水
郡
線
活
性
化
応
援
の
た
め
、
東
白
川

郡
ゆ
か
り
の
古
文
書
を
取
り
上
げ
る
シ

リ
ー
ズ
展
で
、
今
回
は
矢
祭
町
に
関
す
る

古
文
書
を
展
示
中
で
す
。
同
時
開
催
「
新

公
開
史
料
展
」
で
は
大
沼
郡
三
島
町
ゆ
か

り
の
「
河
越
卿
家
文
書
」
を
展
示
中
で
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
七
月
十
二
日
（
日
）

県
政
一
五
〇
周
年
記
念
「
福
島
県
誕
生
」

県
政
一
五
〇
周
年
記
念
「
福
島
県
誕
生
」

　

県
政
一
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
明
治

九
年
（
一
八
七
六
）
に
福
島
県
が
誕
生
し

た
経
緯
と
そ
の
後
の
様
子
に
つ
い
て
、
当

館
収
蔵
資
料
に
よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
八
月
八
日
（
土
）
～
十
一
月

十
五
日
（
日
）

【
解
説
会
】
八
月
十
六
日
（
日
）
、
十
月

二
十
四
日
（
土
）
、
各
回
と
も
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
五
十
分
程
度

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
阿
武
隈
川
流
域
の

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
阿
武
隈
川
流
域
の

歴
史
と
文
化
」

歴
史
と
文
化
」

　

令
和
六
年
度
収
蔵
資
料
展
を
再
構
成

　

令
和
六
年
度
収
蔵
資
料
展
を
再
構
成

し
、
阿
武
隈
川
お
よ
び
そ
の
支
流
域
に
関

し
、
阿
武
隈
川
お
よ
び
そ
の
支
流
域
に
関

す
る
史
料
を
取
り
上
げ
ま
す
。

す
る
史
料
を
取
り
上
げ
ま
す
。

【
会
期
】
十
月
二
日
（
金
）
～
十
一
月
三

日
（
火
・
祝
）

【
会
場
】
福
島
県
立
図
書
館
企
画
情
報

コ
ー
ナ
ー

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

「
福
島
県
誕
生
」
展
に
関
連
し
て
、
藩

に
代
わ
っ
て
県
が
設
置
さ
れ
た
背
景
や
当

時
の
福
島
県
政
の
実
像
に
つ
い
て
の
講
演

を
行
い
ま
す
。

【
日
付
】
十
月
十
七
日
（
土
）

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
二
階

会
議
室

※
詳
細
は
、
後
日
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

三
、
臨
時
休
館
に
つ
い
て

三
、
臨
時
休
館
に
つ
い
て

　

収
蔵
庫
・
文
書
庫
の
特
別
整
理
を
実
施

す
る
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

【
期
間
】
七
月
十
四
日
（
火
）
～
七
月

二
十
日
（
月
・
祝
）
、
十
一
月
十
七
日
（
火
）

～
十
一
月
二
十
三
日
（
月
・
祝
）

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
の
資
料
閲
覧
を

最
優
先
と
し
ま
す
。
詳
細
や
最
新
の
情
報

は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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巡
幸
の
陳
列
会
と

　
　
　
　
　

『
天
覧
物
品
記
』

令
和
八
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
八
年
四
月
～
令
和
八
年
十
月
）

明治 9 年 9 月 9 日付『天覧物品記』
（部分、福島大学所蔵文書）




